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(57)【要約】
【課題】デジタル画像のダイナミックレンジを広げるに
際して、補正対象の色成分が飽和する部分の階調が不連
続にならない画像を生成することができる画像処理装置
を得ることを目的とする。
【解決手段】補正比率調整係数算出部３が参照レベル保
持部１に保持されている参照レベルＲｗ，ＢｗとＲ成分
及びＢ成分間の距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆｆを算出して
、その距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆｆから補正比率調整係
数Ｍｏｄｉｆｙを算出し、補正比率調整部４が補正比率
調整係数算出部３により算出された補正比率調整係数Ｍ
ｏｄｉｆｙを補正比率算出部２により算出された補正比
率Ｒａｔｉｏに乗算して、その補正比率Ｒａｔｉｏを調
整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを構成する複数の色成分のうち、補正対象の色成分が飽和する強度の白色に
対応する非補正対象の色成分の階調値を参照レベルとして保持する参照レベル保持手段と
、上記参照レベル保持手段に保持されている参照レベルに対する非補正対象の色成分の比
率を算出する比率算出手段と、上記参照レベル保持手段に保持されている参照レベルと非
補正対象の色成分間の距離を算出し、上記距離から比率調整係数を算出する比率調整係数
算出手段と、上記比率調整係数算出手段により算出された比率調整係数を上記比率算出手
段により算出された比率に乗算して、上記比率を調整する比率調整手段と、上記比率調整
手段による調整後の比率を補正対象の色成分に乗算して、補正対象の色成分を補正する色
成分補正手段と、上記色成分補正手段により補正された色成分と非補正対象の色成分から
なる画像データの階調を圧縮する階調圧縮手段とを備えた画像処理装置。
【請求項２】
　比率調整係数算出手段は、参照レベル保持手段に保持されている参照レベルより非補正
対象の色成分が小さい場合、上記参照レベルと非補正対象の色成分間の距離を零として比
率調整係数を算出することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　色成分補正手段は、比率調整手段による調整後の比率が１．０未満であれば、１．０を
補正対象の色成分に乗算することを特徴とする請求項１または請求項２記載の画像処理装
置。
【請求項４】
　画像データが赤、緑及び青の色成分から構成されており、緑の色成分が補正対象の色成
分であって、赤及び青の色成分が非補正対象の色成分であることを特徴とする請求項１か
ら請求項３のうちのいずれか１項記載の画像処理装置。
【請求項５】
　彩度が飽和している画像データを構成する色成分を補正対象としていることを特徴とす
る請求項１から請求項３のうちのいずれか１項記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、デジタル画像のダイナミックレンジの拡大や、デジタル画像の彩度を高め
る画像処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数の色成分（例えば、３色）からなるデジタル画像のダイナミックレンジを広げる手
法の一つとして、飽和していない色成分のデータを参照して、飽和している色成分のデー
タを拡張する手法がある。
【０００３】
　図２は従来の画像処理装置を示す構成図である。
　図２の画像処理装置では、Ｒ／Ｇ／Ｂの３色の画像データを入力して、その画像データ
のダイナミックレンジを拡張し、ダイナミックレンジ拡張後のＲ／Ｇ／Ｂの３色の画像デ
ータを出力するようにしている。
　ただし、入力される画像データは、ホワイトバランスが調整されていないデータであり
、Ｒ／Ｇ／Ｂの３色は感度が異なるものである。
　なお、通常は、Ｇ成分の感度が最も高いため、ここでは、Ｇ成分の感度が最も高いもの
として、以降の説明を行う。
【０００４】
　参照レベル保持部１０１では、画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成分のうち
、補正対象の色成分であるＧ成分が飽和する強度の白色に対応するＲ成分及びＢ成分（非
補正対象の色成分）の階調値を参照レベルＲｗ，Ｂｗとして保持している。
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　補正比率算出部１０２は、画像データを構成するＲ成分及びＢ成分を入力すると、参照
レベル保持部１０１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂｗに対するＲ成分及びＢ成分の
比率である補正比率Ｒａｔｉｏを算出する。
【０００５】
　Ｇ成分補正部１０３は、画像データを構成するＧ成分を入力し、補正比率算出部１０２
が補正比率Ｒａｔｉｏを算出すると、Ｇ成分が飽和していれば、その補正比率Ｒａｔｉｏ
をＧ成分に乗算して、そのＧ成分を補正し、補正後のＧ成分を階調圧縮部１０５及び階調
圧縮係数算出部１０４に出力する。Ｇ成分が飽和していなければ、入力したＧ成分を階調
圧縮部１０５及び階調圧縮係数算出部１０４に出力する。
　ここで、補正後のＧ成分は、補正前のＧ成分よりも大きいビット幅を有している。
　例えば、補正前のＧ成分が１２ビット幅であれば（この場合、Ｇ成分の最大値は４０９
５）、補正後のＧ成分は１２ビットよりも大きいビット幅（例えば、１４ビット）を有す
る。
【０００６】
　階調圧縮係数算出部１０４は、Ｇ成分補正部１０３からＧ成分を受けると、そのＧ成分
にしたがって圧縮の程度を示す階調圧縮係数Ｃｏｍｐを算出する。
　階調圧縮部１０５は、階調圧縮係数算出部１０４が階調圧縮係数Ｃｏｍｐを算出すると
、Ｇ成分補正部１０３から出力されたＧ成分と、非補正対象のＲ成分及びＢ成分とからな
る画像データに階調圧縮係数Ｃｏｍｐを乗算して、その画像データの階調を圧縮する。
　なお、補正後のＧ成分だけでなく、Ｒ成分及びＢ成分についても階調を圧縮しているの
は、階調の圧縮によって色を変化させないためである。
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－３５４２５０号公報（段落番号［００２１］から［００３
１］、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来の画像処理装置は以上のように構成されているので、画像データを構成するＧ成分
が飽和している場合、そのＧ成分を補正して、デジタル画像のダイナミックレンジを広げ
ることができる。しかし、参照レベルＲｗ，Ｂｗに対するＲ成分及びＢ成分の比率である
補正比率Ｒａｔｉｏにしたがって補正するだけでは、デジタル画像が飽和する前後のＧ成
分を含むグラデーション画像である場合、Ｇ成分が飽和する部分の階調が不連続になるな
どの課題があった。
【０００９】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、デジタル画像のダイナ
ミックレンジを広げるに際して、補正対象の色成分が飽和する部分の階調が不連続になら
ない画像を生成することができる画像処理装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係る画像処理装置は、画像データを構成する複数の色成分のうち、補正対象
の色成分が飽和する強度の白色に対応する非補正対象の色成分の階調値を参照レベルとし
て保持する参照レベル保持手段と、参照レベル保持手段に保持されている参照レベルに対
する非補正対象の色成分の比率を算出する比率算出手段と、参照レベル保持手段に保持さ
れている参照レベルと非補正対象の色成分間の距離を算出し、その距離から比率調整係数
を算出する比率調整係数算出手段と、比率調整係数算出手段により算出された比率調整係
数を比率算出手段により算出された比率に乗算して、その比率を調整する比率調整手段と
を設け、色成分補正手段が比率調整手段による調整後の比率を補正対象の色成分に乗算し
て、補正対象の色成分を補正するようにしたものである。
【発明の効果】
【００１１】
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　この発明によれば、画像データを構成する複数の色成分のうち、補正対象の色成分が飽
和する強度の白色に対応する非補正対象の色成分の階調値を参照レベルとして保持する参
照レベル保持手段と、参照レベル保持手段に保持されている参照レベルに対する非補正対
象の色成分の比率を算出する比率算出手段と、参照レベル保持手段に保持されている参照
レベルと非補正対象の色成分間の距離を算出し、その距離から比率調整係数を算出する比
率調整係数算出手段と、比率調整係数算出手段により算出された比率調整係数を比率算出
手段により算出された比率に乗算して、その比率を調整する比率調整手段とを設け、色成
分補正手段が比率調整手段による調整後の比率を補正対象の色成分に乗算して、補正対象
の色成分を補正するように構成したので、デジタル画像のダイナミックレンジを広げるに
際して、補正対象の色成分が飽和する部分の階調が不連続にならない画像を生成すること
ができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１による画像処理装置を示す構成図である。
　図１において、参照レベル保持部１は画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成分
のうち、補正対象の色成分であるＧ成分が飽和する強度の白色に対応するＲ成分（非補正
対象の色成分）の階調値を参照レベルＲｗとして保持するとともに、その白色に対応する
Ｂ成分（非補正対象の色成分）の階調値を参照レベルＢｗとして保持しているメモリであ
る。
　なお、参照レベル保持部１は参照レベル保持手段を構成している。
【００１３】
　補正比率算出部２は画像データを構成するＲ成分及びＢ成分を入力すると、参照レベル
保持部１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂｗに対するＲ成分及びＢ成分の比率である
補正比率Ｒａｔｉｏを算出する処理を実施する。
　なお、補正比率算出部２は比率算出手段を構成している。
【００１４】
　補正比率調整係数算出部３は参照レベル保持部１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂ
ｗとＲ成分及びＢ成分間の距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆｆを算出し、その距離Ｒｄｉｆｆ，
Ｂｄｉｆｆから補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出する処理を実施する。
　ただし、補正比率調整係数算出部３は参照レベルＲｗよりＲ成分が小さい場合、参照レ
ベルＲｗとＲ成分間の距離Ｒｄｉｆｆを零とし、また、参照レベルＢｗよりＢ成分が小さ
い場合、参照レベルＢｗとＢ成分間の距離Ｂｄｉｆｆを零として補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙを算出する。
　なお、補正比率調整係数算出部３は比率調整係数算出手段を構成している。
【００１５】
　補正比率調整部４は補正比率調整係数算出部３により算出された補正比率調整係数Ｍｏ
ｄｉｆｙを補正比率算出部２により算出された補正比率Ｒａｔｉｏに乗算して、その補正
比率Ｒａｔｉｏを調整し、比率調整後の補正比率ＭｒａｔｉｏをＧ成分補正部５に出力す
る処理を実施する。
　ただし、補正比率調整部４は比率調整後の補正比率Ｍｒａｔｉｏが１．０未満である場
合、補正比率Ｍｒａｔｉｏを１．０として、Ｇ成分補正部５に出力する。
　なお、補正比率調整部４は比率調整手段を構成している。
【００１６】
　Ｇ成分補正部５は補正比率調整部４から出力された補正比率Ｍｒａｔｉｏを補正対象の
Ｇ成分に乗算して、そのＧ成分を補正する処理を実施する。
　なお、Ｇ成分補正部５は色成分補正手段を構成している。
【００１７】
　階調圧縮係数算出部６はＧ成分補正部５により補正されたＧ成分から圧縮の程度を示す
階調圧縮係数Ｃｏｍｐを算出する処理を実施する。
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　階調圧縮部７はＧ成分補正部５から出力されたＧ成分と、非補正対象のＲ成分及びＢ成
分とからなる画像データに、階調圧縮係数算出部６により算出された階調圧縮係数Ｃｏｍ
ｐを乗算して、その画像データの階調を圧縮する処理を実施する。
　なお、階調圧縮係数算出部６及び階調圧縮部７から階調圧縮手段が構成されている。
【００１８】
　次に動作について説明する。
　この実施の形態１では、説明の便宜上、画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成
分のうち、Ｇ成分が補正対象の色成分であって、Ｒ成分及びＢ成分が非補正対象の色成分
である例を説明する。
　補正対象の色成分であるＧ成分は、階調値がＧ成分の参照レベルＧｗを上回っているも
のとする。
　なお、Ｒ成分の階調値がＲ成分の参照レベルＲｗを上回っていれば、Ｒ成分が補正対象
の色成分となり、Ｂ成分の階調値がＢ成分の参照レベルＢｗを上回っていれば、Ｂ成分が
補正対象の色成分となる。
【００１９】
　参照レベル保持部１は、画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成分のうち、補正
対象の色成分であるＧ成分が飽和する強度の白色に対応するＲ成分の階調値を参照レベル
Ｒｗとして保持している。また、Ｇ成分が飽和する強度の白色に対応するＢ成分の階調値
を参照レベルＢｗとして保持している。
【００２０】
　補正比率算出部２は、画像データを構成するＲ成分及びＢ成分を入力すると、下記の式
（１）に示すように、参照レベル保持部１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂｗに対す
るＲ成分及びＢ成分の比率である補正比率Ｒａｔｉｏを算出する。
【数１】

【００２１】
　補正比率調整係数算出部３は、画像データを構成するＲ成分及びＢ成分を入力すると、
下記の式（２）に示すように、参照レベル保持部１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂ
ｗとＲ成分及びＢ成分間の距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆｆを算出し、その距離Ｒｄｉｆｆ，
Ｂｄｉｆｆから補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出する。
　ただし、参照レベルＲｗよりＲ成分が小さい場合、参照レベルＲｗとＲ成分間の距離Ｒ
ｄｉｆｆを零とし、また、参照レベルＢｗよりＢ成分が小さい場合、参照レベルＢｗとＢ
成分間の距離Ｂｄｉｆｆを零として、補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出する。
【００２２】
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【数２】

【００２３】
　補正比率調整部４は、補正比率算出部２が補正比率Ｒａｔｉｏを算出し、補正比率調整
係数算出部３が補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出すると、下記の式（３）に示すよう
に、その補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを補正比率Ｒａｔｉｏに乗算して、その補正比率
Ｒａｔｉｏを調整し、比率調整後の補正比率ＭｒａｔｉｏをＧ成分補正部５に出力する。
　　　Ｍｒａｔｉｏ＝Ｒａｔｉｏ×Ｍｏｄｉｆｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
　ただし、補正比率調整部４は、比率調整後の補正比率Ｍｒａｔｉｏが１．０未満である
場合、下記に示すように、補正比率Ｍｒａｔｉｏを１．０として、Ｇ成分補正部５に出力
する。
　　　Ｍｒａｔｉｏ＜１．０　→　　Ｍｒａｔｉｏ＝１．０
【００２４】
　Ｇ成分補正部５は、補正比率調整部４から補正比率Ｍｒａｔｉｏを受けると、下記の式
（４）に示すように、その補正比率Ｍｒａｔｉｏを補正対象のＧ成分に乗算して、そのＧ
成分を補正する。
　　　補正後のＧ成分＝補正前のＧ成分×Ｍｒａｔｉｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
　ここで、補正後のＧ成分は、補正前のＧ成分よりも大きいビット幅を有している。
　例えば、補正前のＧ成分が１２ビット幅であれば（この場合、Ｇ成分の最大値は４０９
５）、補正後のＧ成分は１２ビットよりも大きいビット幅（例えば、１４ビット）を有す
る。
【００２５】
　階調圧縮係数算出部６は、Ｇ成分補正部５から補正後のＧ成分を受けると、補正後のＧ
成分から圧縮の程度を示す階調圧縮係数Ｃｏｍｐを算出する。
　例えば、階調圧縮係数算出部６が、補正後のＧ成分を入力データとして、階調圧縮係数
Ｃｏｍｐを出力データとするルックアップテーブルを保持している場合には、そのルック
アップテーブルを参照して、Ｇ成分補正部５から出力された補正後のＧ成分に対応する階
調圧縮係数Ｃｏｍｐを取得するようにする。
【００２６】
　階調圧縮部７は、階調圧縮係数算出部６が階調圧縮係数Ｃｏｍｐを算出すると、Ｇ成分
補正部５から出力された補正後のＧ成分と、非補正対象のＲ成分及びＢ成分とからなる画
像データに階調圧縮係数Ｃｏｍｐを乗算して、その画像データの階調を圧縮する。
　なお、補正後のＧ成分だけでなく、Ｒ成分及びＢ成分についても階調を圧縮しているの
は、階調の圧縮によって色を変化させないためである。
【００２７】
　以上で明らかなように、この実施の形態１によれば、画像データを構成するＲ成分、Ｇ
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成分及びＢ成分のうち、補正対象の色成分であるＧ成分が飽和する強度の白色に対応する
Ｒ成分及びＢ成分の階調値を参照レベルＲｗ，Ｂｗとして保持する参照レベル保持部１と
、参照レベル保持部１に保持されている参照レベルＲｗ，Ｂｗに対するＲ成分及びＢ成分
の比率である補正比率Ｒａｔｉｏを算出する補正比率算出部２と、参照レベル保持部１に
保持されている参照レベルＲｗ，ＢｗとＲ成分及びＢ成分間の距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆ
ｆを算出し、その距離Ｒｄｉｆｆ，Ｂｄｉｆｆから補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出
する補正比率調整係数算出部３と、補正比率調整係数算出部３により算出された補正比率
調整係数Ｍｏｄｉｆｙを補正比率算出部２により算出された補正比率Ｒａｔｉｏに乗算し
て、その補正比率Ｒａｔｉｏを調整する補正比率調整部４とを設け、Ｇ成分補正部５が補
正比率調整部４による調整後の補正比率ＭｒａｔｉｏをＧ成分に乗算して、Ｇ成分を補正
するように構成したので、デジタル画像のダイナミックレンジを広げるに際して、Ｇ成分
が飽和する部分の階調が不連続にならない画像を生成することができる効果を奏する。
　即ち、高露出値画像と低露出値画像の両方を同時に参照して、合成比率を算出すること
ができるため、飽和する前後で階調が不連続にならない画像を生成することができる効果
を奏する。
【００２８】
　また、この実施の形態１によれば、補正比率調整係数算出部３が参照レベルＲｗよりＲ
成分が小さい場合、参照レベルＲｗとＲ成分間の距離Ｒｄｉｆｆを零とし、参照レベルＢ
ｗよりＢ成分が小さい場合、参照レベルＢｗとＢ成分間の距離Ｂｄｉｆｆを零として補正
比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙを算出するように構成したので、補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆ
ｙの適正化を図ることができる効果を奏する。
【００２９】
　また、この実施の形態１によれば、比率調整後の補正比率Ｍｒａｔｉｏが１．０未満で
ある場合、補正比率調整部４が補正比率Ｍｒａｔｉｏを１．０として、Ｇ成分補正部５に
出力するように構成したので、Ｇ成分補正部５による補正精度を高めることができる効果
を奏する。
【００３０】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成分のうち、Ｇ成
分が補正対象の色成分であって、Ｒ成分及びＢ成分が非補正対象の色成分であるものにつ
いて示したが、Ｒ成分やＢ成分が補正対象の色成分であってもよい。
　また、Ｇ成分の１色だけを補正するものについて示したが、複数の色成分を同時に補正
するようにしてもよい。
【００３１】
　ここで、Ｒ成分を補正対象の色成分とする場合、補正比率算出部２により算出される補
正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式（１－１）となり、補正比率調整係数算出部３によ
り算出される補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙの算出式は下記の式（２－１）となる。
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【数３】

【００３２】
　また、Ｂ成分を補正対象の色成分とする場合、補正比率算出部２により算出される補正
比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式（１－２）となり、補正比率調整係数算出部３により
算出される補正比率調整係数Ｍｏｄｉｆｙの算出式は下記の式（２－２）となる。

【数４】

【００３３】
実施の形態３．
　上記実施の形態１では、画像データを構成するＲ成分、Ｇ成分及びＢ成分のうち、飽和
しているＧ成分を補正対象の色成分として、Ｇ成分を補正するものについて示したが、彩
度が飽和している画像データを構成する色成分を補正対象として、その色成分を補正する
ようにしてもよい。
　この場合には、彩度が飽和している画像データに対して、彩度を拡張することができる
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【００３４】
　以下、この実施の形態３の内容を具体的に説明する。
　例えば、Ｒ色のＲ成分、Ｇ成分又はＢ成分を補正対象とする場合、Ｒ色の参照レベルと
して、Ｒｒ，Ｇｒ，Ｂｒが用意される。例えば、参照レベルＲｒは、上記実施の形態１に
おける参照レベルＲｗと略同一の値であり、参照レベルＧｒ，Ｂｒは零値に近い小さな値
である。
【００３５】
　例えば、Ｒ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｒを上回り、かつ、Ｒ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｒを下回り、かつ、Ｒ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｒを下回る場
合、Ｒ色のＧ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－３）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－３）となる。

【数５】

【００３６】
　例えば、Ｒ色のＲ成分の階調値が参照レベルＲｒを上回り、かつ、Ｒ色のＧ成分の階調
値が参照レベルＧｒを下回り、かつ、Ｒ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｒを下回る場
合、Ｒ色のＲ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－４）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－４）となる。
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【数６】

【００３７】
　例えば、Ｒ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｒを上回り、かつ、Ｒ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｒを下回り、かつ、Ｒ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｒを下回る場
合、Ｒ色のＢ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－５）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－５）となる。
【数７】

【００３８】
　次に、Ｇ色のＲ成分、Ｇ成分又はＢ成分を補正対象とする場合、Ｇ色の参照レベルとし
て、Ｒｇ，Ｇｇ，Ｂｇが用意される。例えば、参照レベルＧｇは、上記実施の形態１にお
ける参照レベルＧｗと略同一の値であり、参照レベルＲｇ，Ｂｇは零値に近い小さな値で
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【００３９】
　例えば、Ｇ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｇを上回り、かつ、Ｇ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｇを下回り、かつ、Ｇ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｇを下回る場
合、Ｇ色のＧ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－６）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－６）となる。
【数８】

【００４０】
　例えば、Ｇ色のＲ成分の階調値が参照レベルＲｇを上回り、かつ、Ｇ色のＧ成分の階調
値が参照レベルＧｇを下回り、かつ、Ｇ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｇを下回る場
合、Ｇ色のＲ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－７）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－７）となる。



(12) JP 2010-45500 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

【数９】

【００４１】
　例えば、Ｇ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｇを上回り、かつ、Ｇ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｇを下回り、かつ、Ｇ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｇを下回る場
合、Ｇ色のＢ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－８）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－８）となる。
【数１０】

【００４２】
　次に、Ｂ色のＲ成分、Ｇ成分又はＢ成分を補正対象とする場合、Ｂ色の参照レベルとし
て、Ｒｂ，Ｇｂ，Ｂｂが用意される。例えば、参照レベルＢｂは、上記実施の形態１にお
ける参照レベルＢｗと略同一の値であり、参照レベルＲｂ，Ｇｂは零値に近い小さな値で
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【００４３】
　例えば、Ｂ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｂを上回り、かつ、Ｂ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｂを下回り、かつ、Ｂ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｂを下回る場
合、Ｂ色のＧ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－９）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏｄ
ｉｆｙの算出式は下記の式（２－９）となる。
【数１１】

【００４４】
　例えば、Ｂ色のＲ成分の階調値が参照レベルＲｂを上回り、かつ、Ｂ色のＧ成分の階調
値が参照レベルＧｂを下回り、かつ、Ｂ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｂを下回る場
合、Ｂ色のＲ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－１０）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏ
ｄｉｆｙの算出式は下記の式（２－１０）となる。
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【数１２】

【００４５】
　例えば、Ｂ色のＢ成分の階調値が参照レベルＢｂを上回り、かつ、Ｂ色のＲ成分の階調
値が参照レベルＲｂを下回り、かつ、Ｂ色のＧ成分の階調値が参照レベルＧｂを下回る場
合、Ｂ色のＢ成分を補正対象の色成分とする。
　この場合、補正比率算出部２により算出される補正比率Ｒａｔｉｏの算出式は下記の式
（１－１１）となり、補正比率調整係数算出部３により算出される補正比率調整係数Ｍｏ
ｄｉｆｙの算出式は下記の式（２－１１）となる。
【数１３】

【００４６】
実施の形態４．
　上記実施の形態１～３では、Ｒ成分、Ｇ成分及びＢ成分からなる画像データを入出力す
るものについて示したが、Ｒ成分、Ｇ成分及びＢ成分以外の成分からなる画像データを入
出力するようにしてもよい。
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　例えば、Ｙ成分、Ｃｂ成分及びＣｒ成分からなる画像データ（ＹＣｂＣｒ信号）を入力
し、何れかの色成分を補正するようにしてもよい。
　なお、画像データの色成分数は２色以上であればよく、何色でもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】この発明の実施の形態１による画像処理装置を示す構成図である。
【図２】従来の画像処理装置を示す構成図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　参照レベル保持部（参照レベル保持手段）、２　補正比率算出部（比率算出手段）
、３　補正比率調整係数算出部（比率調整係数算出手段）、４　補正比率調整部（比率調
整手段）、５　Ｇ成分補正部（色成分補正手段）、６　階調圧縮係数算出部（階調圧縮手
段）、７　階調圧縮部（階調圧縮手段）、１０１　参照レベル保持部、１０２　補正比率
算出部、１０３　Ｇ成分補正部、１０４　階調圧縮係数算出部、１０５　階調圧縮部。

【図１】 【図２】
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